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令和３年度 医学・歯学教育指導者のためのワークショップ実施要綱 

 

１ 趣 旨： 

平成１３年３月に医学・歯学教育モデル・コア・カリキュラムを含む「２１世紀における医

学・歯学教育の改善方策について」が報告された。これを受け、医学・歯学教育改革の確実な

定着を図るため、平成１７年から毎年ワークショップを開催し、各医科大学（医学部）及び歯

科大学（歯学部）の教育指導者が直面する具体的な課題について議論してきた。今年度は、別

紙のとおり医学は４つ、歯学は３つのテーマについて、オンラインでの議論を行う。 

 

２ 主 催：文部科学省 

 

３ 協 力：公益財団法人医学教育振興財団、一般社団法人全国医学部長病院長会議、 

国公立大学歯学部長会議、一般社団法人日本私立歯科大学協会、 

公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構、一般社団法人日本医学教育評価機構 

一般社団法人日本医学教育学会、一般社団法人日本歯科医学教育学会 

 

４ 日 時：令和３年７月１５日（木）（オンライン形式） 

（医学）１０：００～１３：００ （歯学）１４：００～１７：００ 

 

５ 対象者：医科・歯科大学の学長、医学部長、歯学部長、教務責任者 

（※各大学原則１名。ただし、同一 PCより複数名傍聴することも可） 

 

６ プログラム 

【医学】 

（１）開  会（10:00～10:10） 

［開会挨拶］文部科学省高等教育局医学教育課長               伊藤 史恵 

［来賓挨拶］厚生労働省医政局医事課医師臨床研修推進室長        錦  泰司 

 

（２）文部科学省説明（10:10～10:20） 

   「医学・歯学教育等の動向について」  

文部科学省高等教育局医学教育課企画官           島田 志帆 

 

（３）厚生労働省説明（10:20～10:30） 

   「今回の医師法改正の狙いについて」 

厚生労働省医政局医事課医師臨床研修推進室企画専門官  小林 綾子 

 

（４）医学教育モデル・コア・カリキュラム改訂等に関する調査研究チーム令和２年度報告（10:30～10:40） 

医学教育モデル・コア・カリキュラム改訂等に関する調査研究チーム座長     小西 靖彦  

 

（５）イントロダクション（10:40～10:55） 

名古屋大学総合医学教育センター教授           錦織 宏 

―――休憩（10:55～11:05）――― 

（６）グループ別セッション（11:05～12:55） 

   ■グループ討議（11:05～11:55） 

   ■全体報告会 （11:55～12:55） 

     コーディネーター  日本医学教育評価機構常勤理事       奈良 信雄 

 

（７）閉 会（12:55～13:00） 

［閉会挨拶］公益財団法人医学教育振興財団理事長          小川 秀興 
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【歯学】 

（１）開  会（14:00～14:10） 

［開会挨拶］文部科学省高等教育局医学教育課長              伊藤 史恵 

［来賓挨拶］厚生労働省医政局歯科保健課課長             小椋 正之 

 

（２）文部科学省説明（14:10～14:20） 

   「医学・歯学教育等の動向について」 

文部科学省高等教育局医学教育課企画官         島田 志帆 

 

（３）厚生労働省説明（14:20～14:30） 

   「歯科医師法の改正（歯科医師養成課程の見直し）について」 

厚生労働省医政局歯科保健課課長補佐          奥田 章子 

 

（４）歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂等に関する調査研究チーム令和２年度報告（14:30～14:40） 

歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂等に関する調査研究チーム座長   河野 文昭  

  

（５）イントロダクション（14:40～14:55） 

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科教授          田口 則宏 

―――休憩（14:55～15:05）――― 

（６）グループ別セッション（15:05～16:55） 

   ■グループ討議（15:05～16:05） 

   ■全体報告会 （16:05～16:55） 

     コーディネーター  新潟大学歯学部長              前田 健康 

       

（７）閉 会（16:55～17:00） 

［閉会挨拶］公益財団法人医学教育振興財団理事長           小川 秀興 

 

７ 参加者登録 

 ・参加者については、各大学原則登録は１アカウントとします（ただし、同一 PC より複数名傍

聴参加も可）。グループ別セッションにおいて自大学の取組を十分に御説明できる方を令和３

年５月２８日（金）までに以下 URL から御登録ください。 

医学：https://pf.mext.go.jp/admission/page-22151.html 

歯学：https://pf.mext.go.jp/admission/page-22151-2.html 

・なお、前日に開催される医学教育振興財団主催「医学教育指導者フォーラム」の参加者登録

とは異なりますので、御注意願います。 

・グループ別セッションにおけるグループ分けの参考としますので、希望するテーマを別添出

席登録票にてお知らせください。 

・グループ別セッション以外のプログラムは、医（歯）学部で登録した場合も歯（医）学部のプ

ログラムを傍聴出来ますので、出席登録票の該当欄を選択してください。 

 

８ 御参加される方へのお願い 

 ・御参加される方は、グループ別セッションにおける議論が充実するよう、予め以下の資料を

お読みいただきますようお願いします。（冊子は各大学に配布しており、文部科学省ホームペ

ージに今後掲載する予定です。） 

 

 【医学】 

   ○令和２年度 大学における医療人養成の在り方に関する調査研究委託事業 

医学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する調査研究 令和２年度成果報告書 
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 【歯学】 

   ○令和２年度 大学における医療人養成の在り方に関する調査研究委託事業 

歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する調査研究 令和２年度成果報告書 

 

９ その他 

・後日、全大学及び御参加される方へ事前アンケートを送付いたしますので、御協力をお願い

いたします。 

 ・発表や質疑応答の発言内容、グループ別セッションの成果物及び事前アンケートの結果につ

いては、出席者等に事前確認の上、後日文部科学省ホームページに掲載する予定ですので、

あらかじめ御了承ください。 

・クールビズ期間中となりますので、上着、ネクタイの着用は不要です。 
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セッションの進め方（医学・歯学） 

 

 （１）グループ討議 

・３～５名を１グループとし、割り当てられたテーマについてグループ討議

を行う。 

・各グループにそれぞれ１名モデレーターが参加する。 

・各グループは担当テーマについて、【議論して欲しいこと（例）】ごとにそ

れぞれスライド１～４枚程度にまとめる。 

・各テーマの課題には、他のテーマの課題と重なる部分もあり得る。 

 

 （２）全体報告会 

    ・各グループから、作成したスライドに基づき、グループ討議の成果を発表 

する（医学：１グループ２分 歯学：１グループ６分）。
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 別紙  

グループ別セッションテーマ（医学） 

 

テーマ１：地域枠学生のキャリア支援と都道府県との連携について 

令和５年度以降の地域枠／臨時定員の在り方については、医師需給分科会において

議論がなされているが、医師の地域および診療科偏在が解消されていないことから、

「地域枠」の枠組み自体は、令和５年度以降も引き続き維持される見込みである。一

方で、地域枠の学生や医師が地域枠を離脱しないよう、地域医療への意欲・関心の喚

起やキャリア支援の充実や多様性の確保は、今後も各大学にとって課題となる。この

点に関する取組が充実している大学と、これから取組みを強化する大学などでグルー

プ討議を行うことで、グッドプラクティスの共有や横展開を狙う。 

 

テーマ２：総合診療科（総合診療的資質についても話し合うこと）の実習について 

高齢者の増加による合併症患者の増加、医療の担い手不足等の社会構造の変化や、

医師偏在への対応等社会からの要請を踏まえると、ひとりひとりの医師の基本的診療

の力の向上が重要であり、そのための教育の強化が課題である。この点に関する取組

が充実している大学と、これから取組みを強化する大学などでグループ討議を行うこ

とで、グッドプラクティスの共有や横展開を狙う。 

 

テーマ３：臨床実習を実践的・積極的な学びの機会とし、臨床研修レベルへとつなげ

ていくための方略（臨床実習における医業の法的位置付け）について 

 令和３年５月 28 日に可決された医療法等の一部改正では、令和５年に共用試験を公

的化するとともに、合格した学生は一定の水準が公的に担保されることから、臨床実

習において医行為を行う、いわゆる Student Doctor を法的に位置付けることとしてい

る。また、令和７年から、共用試験の合格を国家試験の受験要件とすることを目指し

ている。今般の法改正の概要を厚生労働省から各大学へ説明するとともに、本件を踏

まえて医学生の診療参加型臨床実習をどのように実質化するかについて、具体的に検

討する機会とする。 

 

テーマ４：感染症教育について 

令和４年度のモデル・コア・カリキュラムの改訂において、どのような教育を追加

すべきか今後検討を行っていく予定であるが、実際に COVID-19 への対応を行った各大

学など、現場のニーズも踏まえた議論を行う。COVID-19 の流行もさることながら、今

後起こりうる新興・再興感染症に備え、学際的・国際的な連携が必要となるであろう

感染症教育に、今後どのように対応していくべきかについて議論を行う。 
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グループ別セッションテーマ（歯学） 

 

テーマ１：コロナ禍における歯学教育の質的担保について 

今年度の委託調査研究で実施した各大学のカリキュラムに関するアンケート調査に

おいて、コロナ禍での教育の実施状況や課題の聴取を実施したところ。この調査結果

の共有と各大学での取組について、情報共有を行う。当該アンケート調査ではコロナ

禍における歯学教育の質的担保に関する事項は明らかになっていないため、特に、質

的担保に焦点を絞ったグループ討議を行い、グッドプラクティスの共有や横展開を狙

う。 

 

テーマ２：Student Dentist 公的化を踏まえた臨床実習の内容と分類（コアカリ p54-

55）の検討について 

令和３年５月 28 日に可決された医療法等の一部改正では、令和６年に共用試験を公

的化するとともに、合格した学生は一定の水準が公的に担保されることから、臨床実

習において歯科医行為を行う、いわゆる student dentist を法的に位置付けることと

している。また、令和８年からは共用試験の合格を国家試験の受験要件とすることを

目指している。今般の法改正の概要を厚生労働省から各大学へ説明するとともに、本

件を踏まえて歯学生の診療参加型臨床実習をどのように実質化するかについて、具体

的に検討する機会とする。 

 

テーマ３：歯学教育における地域包括ケアシステムの理解に有効な学修法について 

近年の少子高齢化の進展に伴い、医療体制の変革は社会情勢に合わせて行っていく

必要がある。とくに高齢者の増加に伴って医療や介護のニーズは増大しており、対応

策の一つとして地域包括ケアシステムがあげられる。さらに本システムに関連して、

在宅医療、摂食機能療法、高齢者施設と様々な超高齢社会に必要な事項が挙げられる

が、これらに有効な学修法（とくに臨床実習）については十分に知られていないため、

学修法に焦点を絞り、各大学の事例を含めながら有効な教育方法について検討を行う。 



 

 

 

 

 

 

文部科学省医学教育課企画官の島田でございます。本来、課長の伊藤が参るところです

けれども、ほかの公用で参加がかなわず申し訳ありません。私から、開会に当たりまして

一言御挨拶申し上げます。 

本日は大変お忙しい中、令和 3年度医学・歯学教育指導者のためのワークショップに御

参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

本ワークショップは平成 17 年度から毎年開催しておりまして、各医科大学、また各歯科

大学の教育指導者が直面する具体的課題について議論していただいてまいりました。 

令和 2年度、昨年度につきましては、新型コロナウイルスの影響によりまして残念なが

ら中止となりましたが、今年度は初めてのオンライン開催ということで、また、例年合同

で開催いたしておりましたプログラムを医学と歯学で分けて開催させていただくこととな

りました。 

 今年度は、来年度のモデル・コア・カリキュラムの改訂に向けた重要な節目の年となっ

てございます。今回討議いただくテーマや、事前に御協力いただきましたアンケートは、

まさに次期コアカリ改訂を中心に見据えた設定とさせていただいております。本日の議論

が充実することで、コアカリ改訂の礎となり、またヒントとなって、改訂に向けた議論が

さらに加速するような討論となることを期待しております。 

 卒前・卒後の一貫した医師・歯科医師養成がさらに充実するよう、厚生労働省とも引き

続き連携してまいりたいと考えております。 

 最後に、初めてのオンライン開催となりますけれども、対面での実施と変わらない活発

な御議論をいただくことを祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。本日はど

うぞよろしくお願いいたします。 

開会挨拶 

文部科学省高等教育局医学教育課企画官 

島田 志帆 
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 ただいま御紹介いただきました小椋でございます。7月 1日付で歯科保健課長を拝命し

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 本日は、医学・歯学教育指導者のためのワークショップが開催されるに当たりまして、

一言御挨拶を私のほうから申し上げたいと思っております。 

 まず初めに、皆様方におかれましては、日頃から厚生労働行政に御協力、御理解いただ

いていることに対しまして、この場をお借りして厚く御礼申し上げたいと思っております。 

 超高齢化が進展する中、歯科医師には、地域包括ケアシステムにおいて他職種と連携し

ながら口腔の健康の保持・増進を図っていくことが、今後ますます求められるようになっ

てきております。そのため歯科大学において、在宅における歯科診療や摂食嚥下リハビリ

テーションなどの教育の充実がなされてきていると承知しているところでございますし、

また、卒前・卒後の一貫した歯科医師養成を推進する観点から、いわゆる Student Dentist

の公的化に向けた歯科医師法の改正がなされました。 

 一つ目といたしましては、共用試験、OSCE・CBT を歯科医師国家試験の受験資格の要件

にするということ。 

 二つ目といたしまして、歯学生が臨床実習において行う歯科医業の法的な位置づけを明

確化いたしました。Student Dentist の法的な位置づけによって、歯学生の地域における

実習も実施しやすくなると思われます。地域医療に関する診療参加型臨床実習が推進され

ることが期待されているところです。 

 厚生労働省といたしましては、歯科医師の資質向上の観点から、臨床実習、卒後臨床研

修等について、文部科学省や関係学会、関係団体と連携を図りつつ、検討を進めてまいり

たいと考えています。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

来賓挨拶 

厚生労働省医政局歯科保健課課長 

小椋 正之 
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  お時間が限られておりまして、資料自体は 50ページにわたりますけれども、今日はす

べての資料について御説明いたしませんが、残りの資料はお持ち帰りいただいて、今後御

活用、御参考の資料としていただければと思っております。 

 まず、モデル・コア・カリキュラムの改訂についてということでございます。 

 モデル・コア・カリキュラムは、医学と歯学と薬学と看護学について、医学教育課では

作成しております。が、歯学教育モデル・コア・カリキュラムにつきましては、学生が卒

業時までに身につけておくべき必須の実践的診療能力に関する学修目標を明確化するとい

うことで、総履修時間数のおおむね 6 割程度を目安にしたものとしております。こちらを

参考に、各大学でカリキュラムを作成いただいていると承知しております。 

 そして今回、モデル・コア・カリキュラムを医学と歯学と薬学の同時改訂を目指して、

近々に検討会を開催して、議論を開始する予定としております。 

 改訂の検討体制でございますが、前回改訂の際には、歯学教育の調査研究チームから改

訂原案を提示いただいて、専門研究委員会、またその上に連絡調整委員会というような形

の 3 階構造になってございましたが、今回の改訂におきましては 2 階構造にいたします。

連絡調整委員会は医学と歯学の合同開催といたしまして、これを今年度から来年度にかけ

て開催いたします。 

 歯学教育の調査研究事業については、日本歯科医学教育学会に委託しております。歯学

教育の調査研究チームから改訂原案を提示いただき、連絡調整委員会で決定するといった

ような検討体制で改訂をしてまいります。 

 スケジュールの案でございますが、8 月に第 1 回連絡調整委員会を開催いたしまして、

この調査研究チーム自体は昨年度から委託が始まっておりますので、昨年度からの調査研

究チームの報告をしていただきます。この調査研究チームの昨年度の活動報告につきまし

ては、後ほど歯科医学教育学会からワークショップにおいても御説明をさせていただきま

す。 

 そして第 2 回は秋に開催予定ですけれども、そこで今回の改訂方針案について議論し、

そして数回の連絡調整委員会を経て、来年度の夏頃にパブリックコメントを実施し、冬に

はモデル・コア・カリキュラムを決定したいと考えております。 

文部科学省説明 

「 医 学 ・ 歯 学 教 育 等 の 動 向 に つ い て 」 

文部科学省高等教育局医学教育課企画官 

島田 志帆 
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 このモデル・コア・カリキュラム決定の後、1 年強の周知期間を経て、令和 6 年度に新

規に入学される方から適用したカリキュラムで、大学で教育を行っていただければと考え

ております。 

 こちらは、この連絡調整委員会の委員名簿でございます。 

 オブザーバーのところで、歯科保健課長が田口課長の名前で入っております。こちらは

5 月 21 日現在でして、先ほど御挨拶がありましたとおり、歯科保健課長は 7 月から小椋課

長になっております。御容赦いただければと思います。 

 そして、医学教育の動向につきましては御参考ということで、説明は省略させていただ

きます。 

 歯学教育の改善・充実ということでございます。 

 平成 12年の歯科医師法改正で卒後歯科医師臨床研修が必修化されて以降の、主な歯学教

育改革の取組を改めて御紹介させていただいております。 

 平成 13年に歯学教育モデル・コア・カリキュラムが策定され、以降 3 回改訂されており

まして、最新は平成 28 年度改訂、そして先ほど申し上げました、次の改訂は令和 4 年度改

訂ということになってまいります。そして平成 17 年に共用試験の正式実施、令和 2 年に

Post-CC PX の正式実施、令和 3年に大学基準協会で歯学教育分野別認証評価の正式実施と

いった流れができております。 

 こちらの入学定員の推移なども参考資料としてつけております。 

 そして現在、厚生労働省のほうで、歯科医療提供体制等に関する検討会が開催されてお

ります。後ほど厚生労働省からも御説明があると思いますので、私からは説明を省略させ

ていただきます。 

 また、歯学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議も、開催を文部科学省におい

て行っております。直近で令和元年度フォローアップ調査を行っております。こちらも後

ほど御参考にしていただければと思っております。 

 このほか、最近のトピックでございますので、大学における職域ワクチン接種について

も御紹介させていただきたいと思います。 

 大学拠点接種ということで、文部科学省におきましては、職域で教職員のみならず学生

にも打っていただく、そして近隣の大学や教育関係者にも打っていただける、そういった

大学拠点接種を進めるということで、6月 21 日以降、順次、拠点となる大学での接種が実

施されておりますが、特に後期から対面で授業を再開していただけるように、また、実習

なども安全・安心に実施いただけるように、ワクチンの供給というところで、内閣官房河

野大臣室や厚生労働省と連携しながら取組を進めているところでございます。 

 歯科医師も打ち手として、所定の研修などの条件をクリアすれば実施できることになっ

てございますので、多くの歯科大学において、地域のワクチン接種に御協力いただいたり、

また、職域接種、大学拠点接種を実施いただいたりというようなことで、御協力いただき

まして大変ありがとうございます。 

10



 このような状況で既に開始されているところでございますが、一部ワクチンの供給が追

いつかない状況になってございまして、申請はしたけれどもまだ連絡が来ないという大学

が多数あるかと思っております。こうした会場について、8 月 9 日の週以降に接種を始め

るということで、7 月 2 日に河野大臣から発言がありました。こちらについて文部科学省

で各大学の相談を承っておりまして、近々に申請済みの大学には御連絡ができるかと、今

準備をしているところでございます。 

 大学拠点接種ということで、自大学以外にも協力いただける大学、歯科大学、また本日

御参加の国立大学等でも協力いただいております。本当にありがとうございます。 

 先生方の御協力のおかげで、文部科学省においても、大学の地域貢献といったことも支

援していけるようなことで進めているところでございます。 

 以上で、非常に雑駁ではございますが、医学・歯学教育等の動向ということで御紹介さ

せていただきました。本日の御議論の参考としていただければ幸いと存じております。ど

うぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 
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